
議会だよりへの意見を
お待ちしております

第1回（3月）定例月会議

◆議案審議 １面
◆予算審査 ２・３面
◆代表質問 ４・５面
◆一般質問 ５・６・７面
◆審議結果一覧表 ８面
◆第２回(６月)定例月会議日程 ８面

主 な 内 容

　
第
１
回
（
３
月
）
定
例
月
会
議
は
、
２
月
22
日
か
ら
３
月
24
日
ま
で
の
31
日
間

の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
月
会
議
で
は
、
令
和
５
年
度
の
各
会
計
予
算
や
条
例
の
一
部
改
正
な

ど
、
市
長
提
出
議
案
等
26
件
（
う
ち
、
報
告
１
件
）
を
審
議
し
ま
し
た
。
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秦野市議会 こちらからも
アクセスできます

議
案
第
８
号　
秦
野
市
教
育
研
究
所
設

置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ

い
て

▼
要　
旨

　

教
育
研
究
所
の
機
能
強
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
現
在
、
市
役
所
内
に
あ

る
同
研
究
所
を
旧
大
根
幼
稚
園
の
園
舎

に
移
設
す
る
た
め
、
改
正
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
令
和
５
年
５

月
１
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
・
要
望

問　
教
育
研
究
所
の
機
能
を
強
化
す
る

た
め
、
旧
大
根
幼
稚
園
の
園
舎
を
活
用

し
、
新
た
に
「
は
だ
の
Ｅ
―
Ｌ
ａ
ｂ

（
イ
ー
ラ
ボ
）
」
と
し
て
整
備
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
大
き
な
柱
の
一
つ
で
あ

る
不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援
体
制

強
化
に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
大
根
・
鶴
巻
地
区
で
の
支
援
拡
充

を
目
的
と
し
、
訪
問
型
個
別
支
援
教
室

「
つ
ば
さ
」
の
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設
と
し

て
活
用
す
る
。
５
年
８
月
か
ら
、
週
２

回
程
度
の
実
施
を
想
定
し
、
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
配
置
す
る
こ

と
で
、
福
祉
面
で
の
支
援
強
化
も
見
込

ん
で
い
る
。

問　
「
は
だ
の
Ｅ
―
Ｌ
ａ
ｂ
」
を
開
設

す
る
こ
と
で
、
利
便
性
の
向
上
に
つ
な

が
る
こ
と
を
期
待
す
る
が
、
市
内
２
箇

所
で
の
運
用
に
対
応
す
る
た
め
の
職
員

の
体
制
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
現
在
、
教
育
指
導
課
長
と
兼
務
体

制
と
な
っ
て
い
る
教
育
研
究
所
長
を
専

任
職
と
し
、
指
導
主
事
４
人
と
合
わ
せ

た
５
人
体
制
で
開
設
す
る
。
運
営
に
あ

た
っ
て
は
、
「
つ
ば
さ
」
の
支
援
員
と

の
連
携
を
密
に
し
て
進
め
た
い
。

要
望　
４
年
度
か
ら
デ
ジ
タ
ル
教
材
を

活
用
し
、
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

学
習
支
援
が
始
ま
っ
て
お
り
、
学
校
以

外
で
の
学
び
を
求
め
る
子
ど
も
に
対
す

る
学
習
機
会
が
広
が
っ
て
い
る
と
感
じ

る
。
不
登
校
の
児
童
・
生
徒
に
は
多
く

の
選
択
肢
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
施
設
内
へ
の
不
登
校
特
例
校
の
設
置

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
ほ
し
い
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

研
究
所
の
機
能
の
み
で
活
用
す
る
の

で
は
な
く
、
私
立
こ
ど
も
園
の
誘
致
も

考
慮
す
る
こ
と
を
要
望
し
て
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

旧
大
根
幼
稚
園
の
園
舎
を
拠
点
に

「
は
だ
の
Ｅ
―
Ｌ
ａ
ｂ
」を
開
設

審
議
議
案

教育研究所が設置される旧大根幼稚園園舎

令
和
５
年
度
予
算
を
原
案
可
決

令
和
５
年
度
予
算
を
原
案
可
決

５月と 11月発行号の表紙写真については、市内県立高等学校写真部の生徒から作品を提供していただいています。

提言時の様子を
秦野市議会YouTube で公開しています

『桜の下で』撮影者：県立秦野曽屋高等学校写真部　渡邉　晴さん（撮影場所 秦野市カルチャーパーク）

議会からの政策提言書手交式を執り行いました
　秦野市議会は令和４年１月から通年会期制を導入したことにより、常
任委員会を機動的に開催できるようになったことから、各常任委員会に
おいて毎月のように政策提言に向けた調査・研究を行ってきました。
　約１年にわたる調査・研究の成果を初めて「議
会からの政策提言書」としてとりまとめ、市長に
提出する手交式を、５年３月20日に行いました。

各常任委員会の政策提言書

防災意識の高揚に向けた提言書
総務常任委員会

みんなを「つなぐ」
エイジフレンドリーシティに向けて

文教福祉常任委員会

地域経済の活性化に向けた切れ目のない
観光体験の実現のための政策提言書

環境都市常任委員会

詳しくは
こちら

➡

表紙写真を募集します！
テーマ：秦野の風景、地域の行事など
「はだの議会だより」第 249 号（令
和５年８月中旬発行）の表紙写真
を募集します。多くの皆さまの応
募をお待ちしております。
締め切り： 令和５年７月21日（金）

必着
応募方法：申し込み用紙と
写真データをメール、
郵送または持参

詳しくはこちらから ➡



改修が予定されている消防署大根分署自治会・町内会SNSアプリ「いちのいち」

「夕暮のさと」の石碑「ことばの相談室」がある保健福祉センター

令和 5年（2023 年）5 月21日（日）  第 248号〘2〙はだの議会だより

　市長から提出された令和５年度予算案のうち、「一般会計予算」、そし
て「水道事業」、「公共下水道事業」の２企業会計予算、さらに「国民健
康保険事業」、「介護保険事業」、「後期高齢者医療事業」の３特別会計予
算の各議案については、３月２日の本会議において予算決算常任委員会
に付託しました。
　同委員会は、３月３日、６日、７日に５年度予算審査を行うための各
分科会を開催し、所管ごとに集中的な審査を行った後、３月 24 日に座
長報告と採決を行い、本会議で審議の結果、原案のとおり可決しました。

（以下質疑、討論などの要旨を掲載）
　なお、審査の詳細については秦野市議会ホームページの会議録検索
システムをご覧ください。（令和５年３月第１回定例月会議の会議録は、
５月下旬からご覧いただけます。）

令和５年度予算を
市議会が慎重に審査

～輝くふるさと秦野の未来を切り開くため
積極果敢に挑む予算　原案可決～

一 般 会 計
総 務 分 科 会

公債費について

問　令和３年度に借り入れた臨時財
政対策債については今後の償還に備
え、財政調整基金に積み立てていた
財源を活用し、繰上償還を行うこと
で利子負担を軽減できるとのことだ
が、その効果額はどのようか。
答　対象である臨時財政対策債は、
地方公共団体金融機構から借り入れ
ているが、５年９月までに繰上償還
した場合、償還の期限となる 23年
度までの総額で 661 万 7000 円の
利子負担の軽減を見込んでいる。
要望　今後も、未来への投資や負担
軽減につながる施策に積極的に取り
組み、歳入の確保や歳出の削減に努
め、市民に分かりやすく健全な財政
運営に努めてほしい。

自治会連合会活動支援
事業費について

問　市の行事や防犯、防災情報にパ
ソコンやスマートフォンを通してア
クセスできる、自治会ＳＮＳアプリ
「いちのいち」は、操作が不慣れな
人への対応や、なりすましの対策が
必要と考えるがどうか。
答　各自治会で、操作が不慣れな高
齢者には見守りを兼ねて回覧板を回
す工夫をしている。なりすましがあ

った場合は、管理者である小田急電
鉄株式会社が不適切な投稿を削除す
るなど、安全な運用に努めている。

固定資産税賦課費について

問　固定資産の適切な把握、評価を
図るため、家屋の異動状況調査を毎
年度実施しているが、令和５年度は
ＡＩを用いた業務改善を行うとのこ
とである。期待される効果はどうか。
答　従来は、課税の基準となる毎年
１月１日時点の空中写真を目視によ
り見比べて差異を抽出していたが、
ＡＩの機能を活用することで、取り
壊された建物と新築したものを的確
に把握し、事務の効率化を推進する
ものである。

消防施設維持補修事業費
について

問　消防施設の老朽化による設備更
新や職場環境の改善をするため、必

要な施設の改修をすべきと考えるが、
令和５年度における計画はどうか。
答　鶴巻・大根の２分署で予定して
おり、鶴巻分署は仮眠室を除く空調
設備の更新を、大根分署は事務室の
床などの内装工事を中心とした施設
の改修を予定している。
要望　大根分署は、建設から 45年
が経過し、敷地も狭いため、将来的
には移転再整備も視野に入れている
と思うが、今後も職場環境の整備に
取り組んでほしい。

一 般 会 計
文教福祉分科会
障害児早期療育推進事業費

について

問　発達に遅れのある児童の心身の
成長を促すことを目的とした本事業
について、医療面での日常的なケア
を必要とする医療的ケア児への支援
に新たに取り組むとのことだが、具
体的な支援内容はどのようか。
答　相談事業所などに、医療的ケア
児等コーディネーターを配置し、保
護者の相談などに対応するとともに、
アドバイザーを保育所などに派遣し、

職員へ対応方法を指導・助言する取
り組みを独自に行う予定である。
要望　子どもの発達障害には早期発
見・早期療育が求められるため、発
達検査や言語訓練などを行う「こと
ばの相談室」のサテライト相談室を
大根・鶴巻地区に開設してほしい。

放課後児童健全育成推進
事業費について

問　放課後児童ホームの対象を小学
６年生まで拡大するに当たり、校舎
から独立した建物を使用しているな
どの要件に合致した末広小学校をモ
デル校とするとのことだが、実施に
伴う課題への対応はどのようか。
答　学校によっては新たな教室の確
保が必要となることに加え、実務を
担う放課後児童支援員の不足を解消
することや幅広い層の児童に対応で
きる人材の育成も求められており、
実施状況を検証し、準備を進めたい。
要望　支援員の不安を解消するため、
新たに教職員経験のあるコーディネ
ーターを配置するとのことであり、

支援員のモチベーションが低下しな
いよう、十分に配慮してほしい。
意見　対象学年の拡充に当たり、保
護者のニーズを把握したとのことだ
が、利用者である子どもの満足度に
ついても十分に検討すべきである。

地域部活動推進事業費について

問　地域部活動の推進は、運動部の
みが先行しがちだが、令和４年度は
運動部に加え、県内で唯一、文化部
の実証研究として南中学校吹奏楽部
の段階的な地域移行に取り組んだと
のことだが、今後の課題はどうか。
答　従来の部活動顧問は、技術面の
指導だけでなく、スケジュール管理
なども担っており、運営面のサポー
トが課題と考える。さらに、生徒や
保護者の期待や不安への丁寧な説明
が求められる。
要望　指導を望む教職員もいるため、
指導者として兼職・兼務できる体制
を整備し、子どもたちのための地域
部活動を目指してほしい。

郷土文学資料収集等経費
について

問　本市ゆかりの歌人である前田夕
暮の生誕 140 周年記念事業を実施
するとのことだが、ゆかりのある他
自治体との連携を目的とした「夕暮
ネットワーク」構築の考えはどうか。
答　生誕記念事業は 100 周年以降、
10年ごとに取り組んできた。市立
図書館に記念室を整備するなど、情
報の拠点は本市であると考えている。
一過性とならないよう、他自治体な
どとの連携を検討したい。

会　計　区　分 令和５年度当初 令和４年度当初 増減額 増減率

一 般 会 計  555億 7,000万円         528億 7,000万円          27億円 5.1%

水道事業会計  38億 5,000万円  37億 4,900万円  1億 100万円 2.7%

公 共 下 水 道
事 業 会 計  55億 3,300万円  57億 700万円  △1億 7,400万円 △3.0%

国民健康保険
事業特別会計  170億 9,600万円  173億 2,700万円  △2億 3,100万円 △1.3%

介 護 保 険
事業特別会計  139億 6,800万円  136億   400万円  3億 6,400万円 2.7%

後期高齢者医療
事業特別会計  28億 5,700万円  26億 8,600万円  1億 7,100万円 6.4%

計  988億 7,400万円  959億 4,300万円  29億 3,100万円 3.1%

令和５年度各会計予算額

総務分科会…政策部・総務部・くらし安心部・文化スポーツ部・消防本部・会計課・議会局・選挙管理委員会事務局
文教福祉分科会…福祉部・こども健康部・教育委員会

分科会の所管部局について



持続可能な農業経営に向けた後押しを 移住お試し住宅を開始する「ミライエ秦野」

はだの議会だより〘3〙令和 5 年（2023 年）5 月 21 日（日）  第 248 号

水道事業会計

漏水対策費について

問　給水量のうち、実際に使
用した水の量の割合を示す有

ゆう

収
しゅうりつ

率の向上は、貴重な水資源
浪費の防止と、水道事業の健
全な経営の観点からも大切な
指標だが、現状の分析と比率
を増やす考えはどのようか。
答　有収率が低下する最大の
要因は漏水であり、現在、市
内全域を５つの区域に分け、
調査業務を計画的に行ってい
る。令和５年度からは、各配
水場の夜間配水量を分析し、
漏水の可能性が高い配水区を
重点的に調査することで、早
期発見に努める。

▼本会議での反対討論
　水道料金の引き上げを行う
際は累進的にすべきであるこ
となどから、反対する。

▼本会議での賛成討論
　動力費が高騰しているため、
代替エネルギーへの開発投資
の検討を要望し、賛成する。

▼採決の結果
　委員会　原案可決（賛成多数）
　本会議　原案可決（賛成多数）

公共下水道事業会計

計画調査費について

問　下水道施設の動力費など
の高騰と、設備の耐震化や更
新に必要な費用の増大を鑑

かんが

み
れば、なでしこ運動広場の土
地などの活用は真剣に検討す
べき課題であると感じるが、
令和５年度に活用の考えはあ
るか。
答　当該用地は下水処理を高
度に行う施設の配置計画に位
置付けられている。用地取得
後の土地利用は近年の人口減
少や節水機器の普及に伴い全
国的な課題となっており、国
の方針など全国の動向を注視
して適切に対応していきたい。

▼本会議での反対討論
　生活困窮世帯には下水道使
用料を減免すべきであること
などから、反対する。

▼本会議での賛成討論
　施設などの更新・耐震化を見
据えた財源確保に向け、一層
の経営努力を要望し賛成する。

▼採決の結果
　委員会　原案可決（賛成多数）
　本会議　原案可決（賛成多数）

国民健康保険事業
特別会計

▼本会議での反対討論
　短期証などの発行は、治療
抑制につながることが危惧さ
れることなどから、反対する。

▼本会議での賛成討論
　一定の所得がない市民に対
して、負担割合の検証をする
ことを要望し、賛成する。

▼採決の結果
　委員会　原案可決（賛成多数）
　本会議　原案可決（賛成多数）

一 般 会 計
環境都市分科会

地球温暖化対策事業費について

問　2050 年カーボンニュートラル
の実現に向け、削減率の目標が高い
家庭部門の二酸化炭素排出量の削減
が有効であると考えるが、家庭でで
きる対策の実施状況と令和５年度の
取り組みはどのようか。
答　児童・生徒などを対象としたエ
コスクールや省エネ家電の買い替え
助成などを実施した。今後も国や県
の制度周知を図るとともに、家庭で
の行動を促すには助成制度が有効で
あるため市独自の助成も検討したい。
要望　省エネへの関心を高めるため、
本庁舎のグリーンカーテンの設置場
所は来庁者に見やすい位置まで拡げ
るとともに、効果を可視化してほしい。

農業経営基盤強化促進事業費
について

問　令和５年度は、重点的に農業利
用を進める区域を定めた目標地図や
地域計画を作成するほか、農業機械
導入の経費を支援するとのことだが、
農作物のブランディングや販路の整
備・強化の考えはどのようか。
答　農業者自身や農業協同組合の部
会を通じて品種選定や高品質化に取
り組むことで付加価値をつけ、販路
を確保し、ブランド化につなげたい。

表丹沢魅力づくり推進事業費
について

問　本市に特化した文化資源の活用
を図ることは、表丹沢の魅力を伝え
る取り組みの一つとして、重要な要
素であると考える。表丹沢魅力づく
り構想における文化財活用の位置付
けと今後の展開はどのようか。
答　構想ではさまざまな分野の資源
を磨き、つなげ、触れる機会を増や
し、一人一人が本物の魅力を見つけ
ることを目指しており、各拠点での
効果的な情報発信を支援することを
取り組みに掲げている。今後とも庁
内の横断的な連携で、文化資源を活
用しながら地域の活性化につなげる。
意見　それぞれ魅力を感じる場所と
なるよう、市内に点在する伝承文化
財などを結び付け、面として捉え、
地域全体の魅力を引き出す環境整備
が必要である。

移住定住促進事業費について

問　本事業は、将来的な担税力が期
待できる子育て世代を主な対象とし
ているとのことだが、ミライエ秦野
に開設する移住お試し住宅の位置付
けと期待される効果はどのようか。
答　まちなかの便利さと、子育て環
境に恵まれた暮らしを提案する施設
として位置付ける予定である。生活
利便性の高い市街地として住宅が多
い場所にあり、ミライエ秦野自体も
常時入居可能なため、体験後の本格
移住につながりやすくなると考える。

介護保険事業特別会計

地域支援事業費について

問　要介護・要支援状態を改
善し、介護保険からの卒業を
目指すため、口腔環境を整え
てきちんと食べられる体を作
り、運動により筋力をつけ生
活動作の改善を図る、短期集
中型のサービスを実施してい
るとのことだが、その効果は
どのようか。

答　入れ歯を作り直すことで
噛みしめられ、踏ん張りが効
くことで歩行が安定した人が、
リハビリによりさらに転倒し
づらくなった事例もあるなど、
例年約 800 人が介護予防・日
常生活支援総合事業を利用し、
近年 110 人ほどが介護保険か
ら卒業している。

▼本会議での反対討論
　一定の所得がある利用者に
３割負担を求めていることな
どから、反対する。

▼本会議での賛成討論
　本市が計画する事業への参

▼本会議での反対討論
　環境を破壊する新東名高速道路などの整備を進めてい
ることや子ども・子育て支援における本市独自の施策が
ないことなどから、反対する。

▼本会議での賛成討論
　未来を見据えた政策に対して積極的に投資する令和５
年度予算では、財政調整基金を大幅に取り崩しているが、
その理由には借り入れた臨時財政対策債の繰上償還を行
うことが含まれており、将来の世代に負担を残さないと
いうことは評価する。
　施政方針で表明した、切れ目のない子育て支援につい
ては、産科有床診療所の誘致や妊産婦へのタクシー利用
助成事業の開始のほか、小児医療費の助成では中学生ま
で所得制限の撤廃をするとのことだが、切れ目のない施
策の充実を図るためには、早い段階で小児医療費の助成
対象を高校３年生までに拡充してほしい。
　新東名高速道路の開通を最大活用するとともに、地域
の特性を生かした企業誘致や小田急線４駅周辺のにぎわ
い創造においては、県道 705号周辺を迅速に整備し、
にぎわいの好循環が地域全体へ波及することを期待する。

▼採決の結果
　委員会 原案可決（賛成多数）・本会議 原案可決（賛成多数）

討　　論

後期高齢者医療事業
特別会計

一日人間ドック事業費に
ついて

要望　自らの健康状態を把握
し、病気の早期発見・治療に
つなげることは医療費抑制の
視点からも重要である。一日
人間ドックの受検者が増加傾
向にあることからも、現在の
助成制度を継続してほしい。

▼本会議での反対討論
　年齢差別と負担増の制度で
ある現行制度は廃止し、老人
保健制度に戻すべきであるた
め、反対する。

▼採決の結果
　委員会　原案可決（賛成多数）
　本会議　原案可決（賛成多数）

入を条件に希望する事業の開
設を認めることを要望し賛成
する。

▼採決の結果
　委員会　原案可決（賛成多数）
　本会議　原案可決（賛成多数）

	 議 会 の 動 向
○ 2月
 14 日 (火) ・政治倫理審査会
 15 日 (水) ・議案送付
 16 日 (木) ・議員連絡会　・議員研修会
   ・議会全員協議会　・議会運営委員会
 20 日 (月) ・議会運営委員会
 22 日 (水) ・市議会第１回定例月会議開会
 28 日 (火) ・本会議（代表質問）
 ○３月
	 １ 日 (水) ・本会議（代表質問）
 ２ 日 (木) ・本会議（議案審議）　・代表者会議　・議会運営委員会
 ３ 日 (金) ・予算決算常任委員会（令和５年度予算・総務分科会）
 ６ 日 (月) ・予算決算常任委員会（令和５年度予算・文教福祉分科会）
 ７ 日 (火) ・予算決算常任委員会（令和５年度予算・環境都市分科会）
 ９ 日 (木) ・総務常任委員会　
   ・予算決算常任委員会（補正予算・総務分科会）
 10 日 (金) ・文教福祉常任委員会
   ・予算決算常任委員会（補正予算・文教福祉分科会）
 13 日 (月) ・環境都市常任委員会
   ・予算決算常任委員会（補正予算・環境都市分科会）
   15 日 (水) ・本会議（一般質問）
 16 日 (木) ・本会議（一般質問）　・代表者会議　・追加議案送付
 20 日 (月) ・政策提言書手交式
 24 日 (金) ・議会運営委員会　・予算決算常任委員会
   ・市議会第１回定例月会議閉会　・臨時議員連絡会
   ・議会運営委員会　・議会報編集委員会　・政治倫理審査会
 27 日 (月) ・秦野市伊勢原市環境衛生組合議会第１回定例会
 30 日 (木) ・政治倫理審査会
 ○４月
 5 日 (水) ・政治倫理審査会
	 14 日 (金) ・代表者会議　・議員連絡会　・議会運営委員会
 ○５月
	 15 日 (月) ・代表者会議　・議会報編集委員会　・議会運営委員会
 16 日 (火) ・議員連絡会

環境都市分科会…環境産業部・都市部・建設部・上下水道局・農業委員会事務局分科会の所管部局について
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定
例
月
会
議
初
日
に
示
さ
れ
た
市
長
の
施
政
方
針
や
令
和
５
年
度
予
算
に
対

し
て
行
う
「
代
表
質
問
」
は
、
２
月
28
日
、
３
月
１
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

各
会
派
か
ら
の
代
表
５
人
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
（
質
問
者
の
文
責
に
よ

り
、
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
掲
載
）

　

各
議
員
の
記
事
に
あ
る
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
、
代
表
質
問
の
動
画
を
視
聴
で

き
ま
す
。
（
通
信
費
は
利
用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
）

施
政
方
針
に

　
　対
す
る

一　
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問　
市
長
は
、
未
来
を
見
据
え
た
全
国

屈
指
の
森
林
観
光
都
市
を
目
指
し
て
い

る
が
、
未
来
を
切
り
開
く
た
め
の
施
策

に
つ
い
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
移
住
・
定
住
施
策
や
企
業
誘
致
を

推
進
す
る
と
と
も
に
税
外
収
入
に
よ
る

財
源
確
保
と
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
業
務

の
効
率
化
や
歳
出
削
減
な
ど
持
続
可
能

な
自
治
体
経
営
の
実
践
に
努
め
て
い
く
。

二　
新
年
度
予
算
の
基
本
姿
勢
に
つ
い

て問　
社
会
経
済
環
境
が
厳
し
さ
を
増
し
、

日
々
変
化
し
続
け
る
中
、
市
長
の
経
営

手
腕
が
、
今
、
ま
さ
に
問
わ
れ
て
い
る

と
考
え
る
が
、
基
本
姿
勢
は
ど
う
か
。

答　
厳
し
い
状
況
が
続
く
中
、
今
後
も

持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
努
め
な
が
ら
、

ふ
る
さ
と
秦
野
の
未
来
を
切
り
開
き
、

積
極
果
敢
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

三　
幼
児
教
育
・
保
育
の
質
の
充
実
に

つ
い
て

一　
市
庁
舎
等
の
照
明
設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
に
つ
い
て

問　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
、

対
象
施
設
の
省
エ
ネ
効
果
は
、
ど
の
程

度
を
見
込
ん
で
い
る
か
。

答　
50
施
設
を
対
象
に
年
間
２
６
０
０

万
円
の
電
気
料
金
の
削
減
を
見
込
む
。

二　
名
水
ス
ポ
ッ
ト
の
整
備
に
つ
い
て

問　
令
和
５
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な

整
備
の
内
容
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
誰
も
が
立
ち
寄
り
気
軽
に
給
水
で

き
る
よ
う
、
市
営
水
道
を
活
用
し
た
ま

ち
な
か
の
名
水
ス
ポ
ッ
ト
を
整
備
す
る
。

意
見　
全
国
一
お
い
し
い
水
道
水
を
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
が
、
本
市
へ
の
移
住
・
定

住
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

三　
包
括
的
な
相
談
支
援
体
制
の
充
実

に
つ
い
て

問　
民
間
を
活
用
す
る
ほ
り
か
わ
幼
稚

園
の
こ
ど
も
園
化
は
公
私
連
携
の
重
要

施
策
と
考
え
る
が
行
う
意
義
は
ど
う
か
。

答　
園
小
中
一
貫
教
育
の
推
進
に
向
け

た
園
小
接
続
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
の
取
り

組
み
を
含
め
、
新
し
い
幼
児
教
育
・
保

育
を
担
う
こ
と
を
期
待
し
、
質
の
充
実

に
資
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

四　
渋
沢
丘
陵
を
生
か
し
た
に
ぎ
わ
い

創
造
の
推
進
に
つ
い
て

問　
渋
沢
丘
陵
は
将
来
の
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
開
通
を
見
据
え
、
駅
周
辺
の
に

ぎ
わ
い
創
造
に
つ
な
げ
る
上
で
も
重
要

と
考
え
る
が
、
施
策
の
概
要
は
ど
う
か
。

答　
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
な
ど
の
施
設
を
整
備
し
、
ビ
レ
ッ

ジ
と
も
い
え
る
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

や
地
域
活
性
化
の
拠
点
に
し
て
い
く
。

五　
表
丹
沢
魅
力
づ
く
り
構
想
の
推
進

に
つ
い
て

問　
施
政
方
針
で
は
、
体
験
コ
ン
テ
ン

ツ
を
担
う
人
材
育
成
に
取
り
組
み
、
表

丹
沢
の
魅
力
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
述

べ
た
が
、
今
後
の
展
開
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
表
丹
沢
で
活
動
す
る
団
体
な
ど
と

連
携
し
、
効
果
的
な
情
報
発
信
や
「
Ｏ

Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｎ
」
の
さ
ら
な
る
認
知
向
上

と
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
て
い
く
。

六　
は
だ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
改
革
基
本

方
針
に
基
づ
く
取
組
の
推
進
に
つ
い
て

問　
新
た
な
価
値
を
創
出
す
る
公
民
連

携
を
進
め
る
中
、
鶴
巻
温
泉
弘
法
の
里

湯
の
令
和
７
年
度
以
降
の
※
指
定
管
理

者
制
度
導
入
に
向
け
た
状
況
は
ど
う
か
。

問　
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
と
は
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
人
を
対
象
に
行
う
の
か
。

答　
８
０
５
０
問
題
を
は
じ
め
と
す
る

ひ
き
こ
も
り
な
ど
、
自
ら
支
援
を
求
め

る
の
が
困
難
な
人
を
対
象
に
支
援
す
る
。

要
望　
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
よ
う
相

談
支
援
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

四　
地
域
を
結
ぶ
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
確
保
・
維
持
に
つ
い
て

問　
高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
交
通
空
白

地
域
へ
の
対
策
強
化
と
し
て
、
Ａ
Ｉ
オ

ン
デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入
を
提
案
し
て

き
た
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
な
ど
、

次
世
代
の
技
術
も
含
め
、
多
様
化
す
る

移
動
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
持
続
可
能
な

公
共
交
通
施
策
を
検
討
し
て
い
く
。

五　
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ

一　
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
つ
い
て

問　
新
た
な
事
業
や
こ
れ
ま
で
の
事
業

を
拡
大
す
る
一
方
で
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
に
よ
る
事
業
の
見
直
し
や
再
構
築

は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
。

答　
全
て
の
事
業
に
お
い
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
を
記
載
し
た
予
算
要
求
書
を

作
成
し
、
内
容
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
事

業
の
必
要
性
を
判
断
し
た
。
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
一
括
発
注
や
デ

ジ
タ
ル
化
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
で
一
時
的

な
費
用
の
増
大
は
生
じ
る
が
、
市
民
の

利
便
性
を
高
め
、
事
務
の
効
率
化
や
将

来
的
な
経
費
削
減
が
見
込
ま
れ
る
事
業

に
は
積
極
的
な
投
資
を
行
っ
た
。

要
望　
コ
ロ
ナ
禍
を
機
と
し
た
必
要
な

事
業
の
見
極
め
を
行
い
、
第
３
の
公
共

と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
へ
の
移
行

を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

二　
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て　

問　
社
会
構
造
の
変
化
に
伴
い
、
制
度

や
分
野
ご
と
の
縦
割
り
を
超
え
て
、
地

域
住
民
一
人
一
人
が
つ
な
が
る
こ
と
で

地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
す
も
の

と
し
て
い
る
。
複
合
的
な
相
談
に
対
す

る
支
援
体
制
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
こ
れ
ま
で
の
体
制
を
よ
り
充
実
さ

せ
る
と
と
も
に
、
新
年
度
は
継
続
的
な

伴
走
型
支
援
を
行
う
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事

業
を
開
始
す
る
。
多
機
関
協
働
に
よ
る

包
括
的
な
相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
、

市
民
に
寄
り
添
っ
た
支
援
と
す
る
。

三　
未
来
を
拓
く
子
育
て
・
教
育
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

問　
秦
野
赤
十
字
病
院
の
分
娩
業
務
休

止
か
ら
８
年
、
市
内
唯
一
の
産
婦
人
科

医
院
も
令
和
５
年
２
月
末
で
分
娩
が
休

止
と
な
る
。
新
た
に
産
科
有
床
診
療
所

へ
の
支
援
や
、
妊
産
婦
タ
ク
シ
ー
利
用

助
成
事
業
の
創
設
に
取
り
組
む
一
方
で
、

秦
野
赤
十
字
病
院
で
の
分
娩
業
務
再
開

に
つ
い
て
、
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
現
在
、
産
科
有
床
診
療
所
を
グ
ル

ー
プ
で
運
営
し
て
い
る
医
療
法
人
と
開

設
に
向
け
た
協
議
を
進
め
て
い
る
。
身

近
で
安
心
し
て
分
娩
で
き
る
よ
う
、
小

児
科
や
他
の
診
療
科
を
有
す
る
秦
野
赤

十
字
病
院
で
の
分
娩
業
務
再
開
も
引
き

続
き
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

創  
和  
会　
　

福
森　

真
司

よ
く
聴
き
、
行
動
す
る

未
来
を
見
据
え
た
「
で
き
る
ま
ち
」
へ

公  

明  

党　
　

山
下　

博
己

全
国
一
お
い
し
い
水
道
水
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で

住
み
た
い
ま
ち
№
１
を
目
指
せ

自
民
党
秦
野　
　

今
井　
　

実

自
分
事
と
し
て
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

地
域
住
民
の
機
運
醸
成
を

市
民
ク
ラ
ブ　
　

野
々
山
静
香

真
に
必
要
な
事
業
を
選
択
し

持
続
可
能
な
財
政
運
営
を

答　
地
域
活
性
化
や
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ

い
創
造
に
つ
な
げ
、
地
域
の
声
を
聴
き

な
が
ら
、
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

七　
多
様
な
担
い
手
に
よ
る
協
働
の
推

進
に
つ
い
て

問　
県
内
に
先
駆
け
「
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
人
材
派
遣
型
制
度
」
を
活
用
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
受
け
入
れ
た
人
材

の
具
体
的
な
活
用
方
法
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
優
先
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
小

田
急
線
４
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
創
造
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
う
ち
、
電
子
地
域
通
貨

の
導
入
に
向
け
た
取
り
組
み
に
２
年
間

従
事
し
て
も
ら
う
予
定
で
あ
る
。

八　
市
制
施
行
70
周
年
に
向
け
た
取
組

フ
の
効
果
的
な
配
置
に
つ
い
て

問　
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ

フ
の
配
置
を
提
案
し
導
入
さ
れ
た
が
、

今
後
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
令
和
元
年
度
に
県
内
に
先
駆
け
て

導
入
し
、
学
校
に
と
っ
て
、
な
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
引
き

続
き
効
果
的
な
運
用
に
努
め
る
。

六　
空
家
対
策
に
つ
い
て

問　
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
令
和
５
年
度

の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
空
家
バ
ン
ク
の
効
果
的
な
運
用
が

で
き
て
い
る
た
め
、
５
年
度
は
リ
フ
ォ

ー
ム
補
助
制
度
の
周
知
を
図
る
。

に
つ
い
て

問　
市
制
施
行
の
記
念
事
業
は
10
年
ご

と
に
実
施
し
て
い
る
が
、
基
本
的
な
コ

ン
セ
プ
ト
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

答　
幅
広
く
市
民
の
意
見
・
ア
イ
デ
ア

を
伺
い
「
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
、
令
和
５
年
秋
頃
に
は
、
実
施

計
画
を
策
定
し
て
い
き
た
い
。

一　
市
政
に
臨
む
基
本
方
針
に
つ
い
て

問　
施
政
方
針
で
、
物
価
高
騰
対
策
な

ど
に
最
優
先
で
取
り
組
む
と
表
明
し
た

が
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
踏
ま
え
た
経

済
対
策
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
新
た
な
融
資
制
度
に
よ
り
脱
炭
素

な
ど
に
取
り
組
む
企
業
へ
の
支
援
を
行

う
ほ
か
、
電
子
地
域
通
貨
な
ど
商
業
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
消
費
喚
起
を
図
る
。

要
望　
プ
レ
ミ
ア
ム
電
子
商
品
券
の
実

績
を
精
査
し
、
使
う
側
の
意
見
が
反
映

さ
れ
た
電
子
地
域
通
貨
と
し
て
ほ
し
い
。

二　
未
来
を
拓
く
子
育
て
・
教
育
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

要
望　
日
本
経
済
新
聞
社
主
催
の
「
共

働
き
子
育
て
し
や
す
い
街
ラ
ン
キ
ン

グ
」
に
お
い
て
県
内
２
位
と
な
っ
た
が
、

出
生
率
の
回
復
対
策
に
つ
い
て
も
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

三　
小
田
急
線
４
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い

創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

問　
４
駅
そ
れ
ぞ
れ
に
、
に
ぎ
わ
い
創

造
検
討
懇
話
会
を
設
け
、
課
題
や
意
見

を
集
約
す
る
に
当
た
り
、
地
域
が
自
分

事
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
機
運

の
醸
成
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
ま
ち
の
将
来
の
方
向
性
を
示
す
未

来
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
過
程
に
お
い
て
、

愛
着
や
誇
り
を
持
ち
、
地
域
に
何
が
で

き
る
か
を
考
え
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

要
望　
各
駅
の
特
色
を
踏
ま
え
、
そ
れ

ぞ
れ
に
担
当
を
設
置
し
、
慎
重
か
つ
早

期
に
進
め
て
ほ
し
い
。

四　
新
東
名
・
２
４
６
バ
イ
パ
ス
の
最

大
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

問　
戸
川
地
区
の
地
域
特
性
を
生
か
し

た
企
業
誘
致
の
特
徴
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
新
東
名
高
速
道
路
に
近
接
す
る
輸

送
拠
点
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
本
市
の
持

つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
。

要
望　
企
業
誘
致
の
方
向
性
を
明
確
に

し
、
成
就
す
る
展
開
に
し
て
ほ
し
い
。

五　
新
た
な
日
常
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て

要
望　
鶴
巻
温
泉
弘
法
の
里
湯
に
つ
い

て
、
令
和
７
年
度
以
降
の
指
定
管
理
者

制
度
の
導
入
で
さ
ら
な
る
来
客
が
予
想

さ
れ
る
が
施
設
の
規
模
か
ら
賄
い
切
れ

る
か
不
安
で
あ
り
、
宮
永
岳
彦
記
念
美

術
館
の
活
用
を
含
め
考
え
て
ほ
し
い
。 駅周辺のにぎわい創造を 名水スポット「弘法の清水」
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高
橋　
文
雄

一　
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
秦
野
駅
南
部
土
地
区
画
整
理
事
業

の
う
ち
、
Ｃ
地
区
は
都
市
基
盤
の
整
備

方
針
を
示
す
の
に
時
間
を
要
し
て
い
る
。

地
権
者
が
理
解
で
き
る
よ
う
具
体
的
な

計
画
内
容
を
説
明
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

答　
関
係
機
関
と
の
協
議
を
進
め
、
地

権
者
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
説
明

会
の
開
催
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。
地

域
か
ら
の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
整
備
を
目
指
し
て
い
る
。

二　
名
水
ブ
ラ
ン
ド
の
育
成
に
つ
い
て

問　
名
水
を
生
か
し
た
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
は

地
域
の
気
候
風
土
と
関
係
の
深
い
農
水

産
物
の
相
性
が
良
い
と
考
え
る
が
、
秦

野
名
水
を
活
用
し
た
新
た
な
事
業
と
し

て
水
産
物
養
殖
の
実
現
性
は
ど
う
か
。

答　
販
売
普
及
に
よ
り
市
内
外
に
認
知

さ
せ
る
ほ
か
、
新
た
な
産
業
創
出
と
い

う
面
で
可
能
性
は
感
じ
る
。
事
業
計
画

な
ど
の
相
談
が
あ
れ
ば
秦
野
名
水
の
利

活
用
指
針
に
沿
っ
て
対
応
を
検
討
す
る
。

要
望　
付
加
価
値
を
生
み
出
す
新
技
術

無　
所　
属　
　
　

 

吉
村　
慶
一

一　
教
育
・
子
育
て
施
策
に
つ
い
て

問　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
寺
小
屋
「
ひ
ろ

は
た
自
習
・
相
談
室
」
で
の
私
の
10
年

の
経
験
に
よ
る
と
、
小
学
校
高
学
年
の

算
数
の
小
数
、
分
数
、
割
合
、
速
さ
な

ど
の
単
元
で
は
、
児
童
に
習
熟
度
の
差

が
明
確
に
出
て
く
る
。
そ
の
差
を
無
視

無　
所　
属　
　
　
伊
藤　
大
輔

一　
保
育
所
の
利
用
環
境
の
改
善
に
つ

い
て

問　
民
間
保
育
所
な
ど
も
公
立
園
と
同

様
、
1
歳
児
４
人
に
対
し
て
保
育
士
な

ど
を
１
人
配
置
で
き
る
よ
う
、
市
の
補

助
基
準
の
見
直
し
を
求
め
る
陳
情
の
12

月
議
会
で
の
採
択
を
受
け
、
具
体
的
な

見
直
し
方
法
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
定
数
外
保
育
士
雇
用
費
は
、
現
状
、

１
歳
児
に
限
ら
ず
、
必
要
保
育
士
数
を

超
え
て
雇
用
す
る
経
費
が
対
象
と
な
っ

て
お
り
、
制
度
の
全
体
的
な
検
討
を
行

う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
定
数
外
保
育
士
雇
用
費
が
60
％
し

か
活
用
さ
れ
て
い
な
い
要
因
は
何
か
。

の
研
究
支
援
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

三　
市
の
花
・
な
で
し
こ
に
つ
い
て

問　
令
和
５
年
度
に
は
、
栽
培
の
普
及

・
啓
発
用
と
し
て
、
３
年
ぶ
り
と
な
る

な
で
し
こ
の
原
種
を
市
民
に
配
布
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が

あ
る
の
か
。

答　
環
境
変
化
な
ど
に
よ
り
絶
滅
危
機

に
あ
る
原
種
に
つ
い
て
、
園
芸
種
と
の

交
配
を
避
け
、
距
離
を
保
ち
な
が
ら
植

え
る
よ
う
お
願
い
し
、
緑
化
思
想
や
自

然
保
護
意
識
の
高
揚
に
つ
な
げ
て
い
く
。

意
見　
栽
培
手
順
な
ど
、
原
種
の
特
性

を
理
解
し
た
上
で
普
及
す
べ
き
で
あ
る
。

し
て
一
律
に
同
じ
授
業
を
受
け
さ
せ
る

こ
と
は
、
授
業
を
理
解
で
き
な
い
児
童

を
生
む
こ
と
に
な
り
、
「
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
」
と
い
う
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念

や
「
何
を
学
ん
だ
か
よ
り
も
、
何
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
」
を
目
指
す
非

認
知
能
力
重
視
の
教
育
理
念
に
反
す
る

こ
と
だ
と
思
う
。
ま
ず
は
算
数
に
つ
い

て
習
熟
度
別
の
ク
ラ
ス
編
成
で
授
業
を

行
う
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
学
習
指
導
要
領
に
は
、
個
に
応
じ

た
指
導
の
充
実
を
図
る
と
の
規
定
が
あ

る
が
、
児
童
を
習
熟
度
別
に
編
成
す
る

学
習
形
態
は
、
自
己
肯
定
感
や
学
習
意

欲
に
影
響
が
あ
り
、
保
護
者
の
理
解
や

児
童
の
心
情
へ
の
配
慮
が
重
要
で
あ
る
。

中
央
教
育
審
議
会
の
答
申
は
、
個
別
最

適
な
学
び
の
実
現
と
、
教
師
が
教
え
る

答　
年
度
途
中
に
退
職
者
や
園
児
が
増

え
る
と
、
定
数
外
と
し
て
い
た
保
育
士

を
定
数
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
せ
ざ
る
を
得

な
い
た
め
、
補
助
対
象
と
な
ら
な
い
ケ

ー
ス
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、

保
育
士
の
人
材
確
保
が
困
難
と
な
っ
て

い
る
状
況
も
見
受
け
ら
れ
る
。

意
見　
改
善
点
は
３
つ
。
ま
ず
０
・
９

は
０
人
、
１
・
９
は
１
人
と
カ
ウ
ン
ト

さ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
補
助
対
象
の
人

数
を
端
数
切
り
捨
て
で
は
な
く
、
そ
の

ま
ま
、
も
し
く
は
０
・
５
人
単
位
に
変

え
る
こ
と
。
次
に
、
年
度
途
中
に
人
材

を
見
つ
け
る
こ
と
は
大
変
難
し
い
た
め

年
度
当
初
に
余
裕
を
も
っ
て
新
た
に
採

用
で
き
る
ぐ
ら
い
の
定
数
外
の
最
大
枠

農
業
振
興
に
新
技
術
を

算
数
は
習
熟
度
別
ク
ラ
ス
に
よ
る

授
業
を
実
現
せ
よ

相
次
ぐ
不
適
切
保
育

ま
ず
は
保
育
士
の
労
働
環
境
の
改
善
を

駅
周
辺
の
限
り
あ
る
空
間
を
有
効
活
用
し

ま
ち
の
活
性
化
に
努
め
よ

創　
和　
会　
　
　

 

谷　
　
和
雄

一　
小
田
急
線
４
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い

創
造
に
つ
い
て

問　
令
和
５
年
度
施
政
方
針
に
お
い
て
、

秦
野
駅
北
口
周
辺
の
低
未
利
用
地
や
道

路
空
間
を
効
果
的
に
活
用
す
る
た
め
社

会
実
験
を
行
う
と
聞
く
が
、
こ
れ
は
４

駅
に
共
通
す
る
課
題
で
あ
る
。
渋
沢
駅

北
口
広
場
周
辺
で
は
、
朝
夕
の
一
般
車

の
送
迎
に
よ
り
、
バ
ス
な
ど
の
運
行
に

支
障
が
出
て
い
る
。
市
営
渋
沢
駅
北
口

駐
車
場
に
つ
い
て
駐
車
後
30
分
を
無
料

と
し
一
般
車
に
開
放
す
れ
ば
、
渋
滞
の

解
消
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
無
料
化
に
は
条
例
の
改
正
が
必
要

　一般質問は、３月15日、16日の
２日間行われ、14人の議員が登壇
しました。
　一般質問は、５面から７面に掲
載しています。
（質問者の文責により、質問と答
弁の要旨を掲載）

　各議員の記事にある二次元コード
を読み込むと、一般質問の動画を視
聴できます。
（通信費は利用者の負担となります。）

一 般 質 問

一　
結
婚
支
援
施
策
に
つ
い
て

問　
総
合
計
画
に
お
い
て
位
置
付
け
た

結
婚
支
援
施
策
を
令
和
５
年
度
に
拡
充

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
と
、
そ
の
成
果
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
若
手
職
員
主
体
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
事
業
の
企
画
、
立

案
な
ど
を
行
っ
た
。
結
婚
機
運
醸
成
の

た
め
開
催
し
た
セ
ミ
ナ
ー
で
は
ア
ン
ケ

ー
ト
を
行
い
、
結
婚
意
欲
の
あ
る
参
加

者
が
求
め
る
支
援
内
容
を
把
握
で
き
た
。

二　
新
た
な
人
の
流
れ
を
支
え
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
形
成
の
推
進
に
つ
い
て

問　
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か

ら
市
街
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
を
高
め
る

道
路
な
ど
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
周
辺
道
路
の
交
通
量
増
加
に
対
応

し
た
都
市
計
画
道
路
の
早
期
整
備
が
実

現
す
る
よ
う
、
着
実
に
事
業
を
進
め
る
。

三　
は
だ
の
丹
沢
ラ
イ
フ
応
援
事
業
に

つ
い
て

問　
令
和
４
年
度
に
始
め
た
、
若
者
世

帯
な
ど
の
住
宅
購
入
費
の
一
部
を
助
成

す
る
「
は
だ
の
丹
沢
ラ
イ
フ
応
援
事

業
」
の
効
果
と
今
後
の
展
望
は
ど
う
か
。

答　
利
用
者
の
約
半
数
を
市
外
か
ら
の

転
入
が
占
め
る
な
ど
移
住
世
帯
を
呼
び

込
む
上
で
も
有
効
で
あ
り
、
今
後
も
事

業
を
広
め
移
住
・
定
住
を
促
進
す
る
。

四　
保
育
士
・
保
育
所
の
負
担
軽
減
に

つ
な
が
る
取
組
に
つ
い
て

問　
働
き
や
す
い
保
育
環
境
を
目
指
し
、

保
育
士
の
業
務
負
担
の
軽
減
が
必
要
と

考
え
る
が
、
市
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
保
育
士
か
ら
直
接
相
談
を
受
け
る

な
ど
、
保
育
現
場
で
抱
え
る
課
題
解
決

を
支
援
し
、
負
担
軽
減
に
努
め
て
い
る
。

要
望　
保
護
者
や
保
育
士
な
ど
の
相
談

機
会
の
確
保
、
使
用
済
み
お
む
つ
の
処

分
を
公
立
・
民
間
園
共
に
し
て
ほ
し
い
。

五　
平
和
意
識
の
普
及
・
啓
発
の
推
進

に
つ
い
て

問　
市
民
一
人
一
人
の
平
和
を
愛
す
る

心
を
育
む
た
め
、
平
和
意
識
の
普
及
・

啓
発
を
推
進
す
る
方
針
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
市
民
の
平

和
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
で
「
平
和

を
愛
す
る
市
民
の
ま
ち
」
を
実
現
す
る
。

要
望　
平
和
を
想
う
市
民
の
主
体
的
な

活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
て
ほ
し
い
。

自
民
党
・
新
政
ク
ラ
ブ　

風
間　

正
子

市
民
一
人
一
人
の
想
い
を
重
視
し

誰
も
が
暮
ら
し
よ
い
ま
ち
秦
野
へ

議長公務（３月～５月）

○３月
27日（月） 令和４年度第２回ねんりんピックかなが

わ2022秦野市実行委員会総会
29日（水） 令和４年度市民による森林づくり実行委

員会第１回会議
30日（木）神奈川県市議会議長会　監事会
○４月
５日（水） 秦野・坡州友好協会2023年度定期総会

（副議長代理出席）
16日（日）第67回秦野丹沢まつり
18日（火）秦野パサデナ友好協会2023年度定期総会
19日（水） 秦野地区更生保護女性会　令和５年度総

会（副議長代理出席）
20日（木）  秦野市自治会連合会新旧役員歓送迎会

（副議長代理出席）
24日（月）秦野市国際交流協会2023年度定期総会
25日（火） 令和５年度秦野市ボランティア連絡会総会
○５月
７日（日） 第53回公募秦野美術協会展表彰式
18日（木） 秦野平和行進出発式（副議長代理出席）
     秦野市防犯対策連絡協議会（副議長代

理出席）
18日（木）～ 19日（金）
    関東市議会議長会第３回支部長会議

議長の主な公務について
お知らせします。
より詳細な公務日程につ
いては、市議会ホームペ
ージでも公開しています。 小菅　基司 議長

保育士が働きやすい環境づくりを

だ
が
、
渋
滞
解
消
の
効
果
を
検
証
し
、

使
い
方
の
工
夫
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

要
望　
渋
滞
解
消
に
よ
り
北
口
広
場
に

ス
ペ
ー
ス
が
生
ま
れ
、
市
民
協
働
の
場

が
確
保
で
き
る
の
で
、
交
通
状
況
の
改

善
は
も
と
よ
り
、
安
全
で
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
暮
ら
し
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

二　
森
林
・
里
山
と
の
共
生
に
つ
い
て

問　
本
市
の
52
％
を
占
め
る
森
林
で
は
、

野
生
鳥
獣
と
の
共
生
も
重
要
で
あ
る
。

鳥
獣
に
よ
る
農
業
被
害
の
対
策
と
し
て

個
体
数
を
一
定
に
保
つ
上
で
、
ジ
ビ
エ

を
食
材
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
は
、
秦

野
な
ら
で
は
の
魅
力
に
つ
な
が
る
と
思

う
が
、
活
用
の
展
望
と
ブ
ラ
ン
ド
化
の

考
え
は
ど
う
か
。

答　
市
内
で
は
３
店
舗
が
加
工
施
設
か

ら
ジ
ビ
エ
を
買
い
付
け
、
市
内
で
販
売

し
て
い
る
ほ
か
、
学
校
給
食
に
お
け
る

ジ
ビ
エ
の
活
用
を
目
指
し
て
い
る
。

要
望　
学
校
給
食
へ
の
活
用
に
当
た
っ

て
は
、
「
命
を
い
た
だ
く
」
と
い
う
こ

と
が
し
っ
か
り
と
伝
わ
る
教
育
を
願
う
。

を
考
え
直
す
こ
と
。
最
後
に
、
令
和
元

年
の
公
立
保
育
所
に
お
け
る
正
規
職
員

の
平
均
月
額
給
与
は
30
・
３
万
円
。
一

人
当
た
り
の
補
助
額
21
万
円
が
正
規
と

非
正
規
の
ど
ち
ら
を
対
象
と
し
た
金
額

な
の
か
を
再
度
、
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

定数外保育士雇用費の補助基準額

夕方の渋沢駅北口広場の様子

タブレット端末を活用した授業風景秦野名水を活用した付加価値創造を

授
業
か
ら
、
児
童
自
ら
学
ぶ
ス
タ
イ
ル

へ
の
転
換
を
求
め
て
お
り
、
こ
れ
を
踏

ま
え
、
令
和
４
年
度
に
小
学
５
年
生
か

ら
中
学
３
年
生
ま
で
を
対
象
に
、
Ａ
Ｉ

を
搭
載
し
た
学
習
ド
リ
ル
を
導
入
し
た
。

意
見　
Ａ
Ｉ
を
導
入
し
て
も
、
授
業
で

児
童
全
員
が
自
分
に
合
っ
た
課
題
に
取

り
組
む
こ
と
は
不
可
能
と
考
え
る
。
東

京
都
で
は
、
習
熟
度
別
授
業
が
当
た
り

前
に
な
っ
て
い
る
。
自
尊
心
の
一
時
的

な
尊
重
よ
り
も
、
「
で
き
る
よ
う
に
な

る
授
業
」
が
き
っ
と
評
価
さ
れ
る
。
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本
市
の
立
地
優
位
性
を
生
か
し
た

観
光
農
業
の
推
進
を

戸
川
土
地
区
画
整
理
事
業
は

住
民
合
意
を
図
っ
て
進
め
る
べ
き
だ

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
率
は

１
０
０
％
を
目
指
せ

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
で

幼
児
教
育
・
保
育
の
質
の
向
上
を

無　
所　
属　
　
　
佐
藤　
文
昭

一　
福
祉
施
策
に
つ
い
て

問　
子
育
て
世
代
の
支
援
と
い
う
観
点

か
ら
も
国
民
健
康
保
険
税
の
子
ど
も
の

均
等
割
は
廃
止
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

答　
軽
減
措
置
同
様
、
国
内
ど
こ
で
も

同
じ
恩
恵
が
受
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

医
療
保
険
制
度
全
体
の
在
り
方
の
中
で

取
り
組
む
べ
き
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

二　
教
育
施
策
に
つ
い
て

問　
日
本
国
憲
法
に
義
務
教
育
に
関
す

る
こ
と
は
無
償
と
す
る
と
あ
り
、
近
隣

で
も
給
食
費
の
無
償
化
を
実
施
す
る
自

治
体
が
出
て
き
て
い
る
。
本
市
で
も
無

償
化
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
県
内
で
実
施
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
が
、
本
市
で
は
経
済
的
に
困
難
な

家
庭
に
対
し
て
給
食
費
の
全
額
を
援
助

す
る
な
ど
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る

た
め
、
現
時
点
で
は
検
討
し
て
い
な
い
。

三　
環
境
都
市
施
策
に
つ
い
て

問　
北
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
矢
坪

沢
樹
木
や
表
丹
沢
な
ど
の
自
然
環
境
を

公　
明　
党　
　
　
中
村　
英
仁

一　
要
介
護
認
定
の
申
請
に
つ
い
て

問　
要
介
護
認
定
の
申
請
件
数
が
増
加

し
て
お
り
、
速
や
か
に
認
定
を
行
う
べ

き
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
申
請
や
認
定
審

査
会
な
ど
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
で

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
現
在
、
国
で
は
行
政
手
続
き
の
オ

ン
ラ
イ
ン
窓
口
で
あ
る
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
を
開
始
し
て
お
り
、
本
市
で
も
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
の
電
子
申
請
を
令
和

５
年
５
月
に
導
入
す
る
予
定
で
あ
る
。

認
定
審
査
会
の
テ
ジ
タ
ル
化
は
多
額
な

経
費
が
掛
か
る
た
め
、
ま
ず
は
先
進
事

例
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

二　
投
票
率
の
向
上
に
つ
い
て

問　
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
投
票
の
際

に
ス
ム
ー
ズ
に
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
他
自
治
体
で
導
入
し
て
い
る
「
選

挙
支
援
カ
ー
ド
」
を
導
入
す
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答　
支
援
カ
ー
ド
の
記
載
内
容
や
効
果

的
な
周
知
方
法
、
職
員
の
対
応
な
ど
、

導
入
自
治
体
の
事
例
を
調
査
し
、
導
入

市
民
ク
ラ
ブ　
　
　
八
尋　
伸
二

一	

行
政
の
施
策
や
事
業
に
つ
い
て

問　
市
の
歳
入
予
算
は
市
税
な
ど
の
各

種
税
金
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
が
、
本

市
の
担
税
力
は
ど
の
程
度
か
。

答　
市
民
一
人
当
た
り
の
税
負
担
額
は

13
万
７
９
１
０
円
で
あ
り
、
県
内
政
令

市
を
除
く
16
市
の
平
均
額
16
万
２
３

７
６
円
と
の
差
額
は
２
万
４
４
６
６
円

で
、
16
市
中
15
番
目
と
な
り
、
個
人
市

民
税
に
お
け
る
令
和
３
年
度
の
所
得
割

額
は
16
市
中
13
番
目
と
な
っ
て
い
る
。

問　
多
く
の
部
署
が
連
携
す
る
事
業
や

施
策
で
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
回
し

方
や
廃
止
を
含
む
見
直
し
の
判
断
は
ど

の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

答　
組
織
の
横
断
が
必
要
な
連
携
事
業

に
つ
い
て
は
特
別
枠
と
し
て
取
り
ま
と

自
民
党
秦
野　
　
　
相
原　
　
學

一　
北
地
区
の
地
域
資
源
の
活
用
に
つ

い
て

問　
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か

ら
程
近
い
菩
提
地
区
に
お
い
て
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
資
源
を
活
用
し
て
誘
客

を
図
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
令
和
２
年
に
策
定
し
た
「
表
丹
沢

魅
力
づ
く
り
構
想
」
の
中
で
、
表
丹
沢

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
を
自
然
体
験
拠
点

と
位
置
付
け
、
地
域
固
有
の
自
然
や
歴

史
・
文
化
な
ど
の
資
源
の
活
用
、
例
え

ば
「
五
所
神
巡
り
」
な
ど
を
参
考
に
、

誘
客
と
表
丹
沢
の
魅
力
向
上
を
図
り
地

無　
所　
属　
　
　
古
木　
勝
久

一　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問　
民
間
保
育
園
で
不
適
切
な
保
育
と

呼
ば
れ
る
事
件
が
発
生
し
た
が
、
本
市

は
こ
れ
ま
で
予
防
保
全
の
た
め
に
、
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
き
た
の
か
。

答　
基
本
的
な
保
育
指
針
な
ど
を
示
し

て
い
る
が
、
検
討
す
べ
き
内
容
が
あ
れ

ば
、
乳
幼
児
教
育
保
育
支
援
セ
ン
タ
ー

を
設
置
後
、
そ
の
中
で
対
応
す
る
。

問　
「
不
適
切
な
保
育
」
の
予
防
に
は
、

子
ど
も
の
人
権
や
保
育
労
働
の
環
境
が

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
保
育
の
質
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

創　
和　
会　
　
　
原　
　
　
聡

一　
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

問　
令
和
４
年
度
に
提
出
さ
れ
た
通
学

路
に
対
す
る
改
善
要
望
は
95
件
で
あ
る

が
、
そ
の
内
容
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
現
在
、
代
替
案
を
含
め
、
51
件
対

大
切
に
、
地
域
に
優
し
く
調
和
を
望
む

声
が
あ
る
。
戸
川
地
区
で
は
矢
坪
沢
周

辺
の
自
然
が
、
総
合
計
画
に
あ
る
都
市

像
の
「
水
と
み
ど
り
」
の
部
分
に
該
当

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
企
業
誘
致
優
先

で
は
な
く
地
域
の
意
見
を
優
先
し
て
進

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
自
然
環
境
を
大
事
に
し
て
調
和
を

望
む
と
の
声
が
あ
る
一
方
で
、
一
刻
も

早
く
整
備
し
て
ほ
し
い
と
の
声
も
あ
る
。

で
き
る
限
り
地
域
の
景
観
や
自
然
環
境

な
ど
に
配
慮
し
た
産
業
系
ま
ち
づ
く
り

と
な
る
よ
う
、
市
と
し
て
準
備
組
合
な

ど
と
連
携
を
図
っ
て
進
め
た
い
。

・
実
施
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。　

三　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
に
つ
い

て問　
こ
の
制
度
は
大
変
デ
リ
ケ
ー
ト
な

制
度
だ
が
、
市
民
に
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
の
周
知
、
職
員
の
教
育
は
ど
の
よ

う
か
。

答　
広
報
は
だ
の
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

講
演
会
・
映
画
会
、
パ
ネ
ル
展
示
な
ど

で
周
知
し
て
い
く
。
職
員
向
け
に
は
、

す
で
に
２
回
研
修
を
実
施
し
た
。
今
後

も
継
続
し
、
職
員
の
理
解
を
深
め
て
い

く
。

め
、
年
度
当
初
の
重
要
事
項
市
長
ヒ
ア

リ
ン
グ
や
８
月
に
実
施
す
る
総
合
計
画

ロ
ー
リ
ン
グ
市
長
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
課
題

の
抽
出
や
進
行
管
理
を
行
い
、
そ
の
必

要
性
や
効
果
な
ど
を
検
証
し
て
予
算
編

成
に
つ
な
げ
て
い
る
。
ま
た
、
本
市
の

補
助
制
度
は
、
元
年
度
に
見
直
し
方
針

を
策
定
し
原
則
３
年
ご
と
に
見
直
し
を

行
う
こ
と
と
し
、
特
定
の
事
業
に
対
し

て
補
助
を
行
う
「
事
業
補
助
」
で
は
、

あ
ら
か
じ
め
制
度
を
終
了
さ
せ
る
時
期

を
要
綱
に
定
め
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

要
望　
デ
ー
タ
を
取
り
扱
う
市
民
税
課

と
意
見
交
換
し
、
多
く
の
分
析
を
し
て

い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
分
析
結
果
を
遠

慮
な
く
政
策
部
な
ど
へ
提
案
し
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
事
業
の
進
捗
状
況
が
ビ
ジ

ュ
ア
ル
化
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
予
算
書
な

域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問　
本
市
が
誇
る
多
く
の
地
域
資
源
を

市
内
外
に
周
知
す
る
こ
と
が
重
要
と
思

う
が
、
有
効
な
手
法
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
普
及
に
伴
い
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
多
く
の

世
代
で
利
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ツ
イ

ッ
タ
ー
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
発
信
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
本
市
で
４
年
に
開

設
し
た
「
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｎ
」
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
一
体
的
か
つ
戦
略
的
に
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
が
有
効
な
手
段
と
考
え
る
。

二　
本
市
の
農
業
の
活
性
化
に
つ
い
て

問　
観
光
農
業
に
つ
い
て
現
状
や
今
後

答　
関
係
者
や
学
識
経
験
者
の
意
見
を

聞
き
、
今
後
、
本
市
の
保
育
の
質
の
向

上
に
向
け
て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

二　
震
生
湖
の
保
存
に
つ
い
て

問　
令
和
３
年
３
月
の
予
算
決
算
常
任

委
員
会
で
震
生
湖
誕
生
の
記
録
な
ど
の

集
大
成
を
図
る
こ
と
を
提
案
し
た
が
、

現
在
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
デ
ー
タ
の
保
存
の
ほ
か
、
記
念
冊

子
の
作
成
を
予
定
し
、
次
の
１
０
０
年

に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
取
り
組
む
。

問　
寺
田
寅
彦
の
震
生
湖
に
関
す
る
研

究
の
業
績
や
句
碑
な
ど
の
解
説
板
の
設

置
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

応
し
て
い
る
が
、
横
断
歩
道
設
置
の
案

件
が
９
件
と
多
く
、
啓
発
看
板
の
設
置

な
ど
で
、
注
意
喚
起
を
促
し
て
い
る
。

要
望　
平
沢
地
区
に
設
置
し
た
横
断
歩

道
の
よ
う
な
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
効
果

を
広
く
周
知
し
、
対
策
を
必
要
と
す
る

箇
所
へ
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。

二　
一
時
預
か
り
保
育
に
つ
い
て

問　
本
市
の
一
時
預
か
り
事
業
の
利
用

実
績
と
現
状
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
保
育
所
な
ど
36
園
中
15
園
で
、
令

和
元
年
度
は
７
４
７
０
人
が
利
用
し
た
。

問　
市
内
４
駅
周
辺
に
、
一
時
預
か
り

保
育
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
設
置
は
可
能
か
。

の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
令
和
４
年
４
月
に
市
内
の
体
験
型

農
業
の
拡
充
を
推
進
し
、
秦
野
市
観
光

農
園
推
進
基
本
方
針
を
定
め
、
一
年
を

通
じ
て
い
つ
で
も
「
旬
」
を
感
じ
る

「
旬
感
体
験
」
が
で
き
る
秦
野
市
を
目

指
し
て
い
る
。
今
後
は
、
観
光
農
業
の

拡
充
に
よ
る
新
た
な
誘
客
や
観
光
消
費

額
の
増
加
に
向
け
、
関
係
部
署
や
本
市

農
業
協
同
組
合
と
連
携
し
て
い
き
た
い
。

答　
今
後
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
予
算
決
算
常
任
委
員
会
な
ど
で
太

鼓
橋
の
改
修
を
提
案
し
た
が
、
今
回
、

改
修
の
た
め
の
設
計
や
地
質
調
査
で
約

３
千
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。
太
鼓
橋
の

土
地
は
中
井
町
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な

負
担
割
合
で
連
携
を
し
て
い
く
の
か
。

答　
太
鼓
橋
の
形
状
や
費
用
な
ど
必
要

な
条
件
を
整
理
し
、
中
井
町
と
協
議
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
。

答　
制
度
上
は
可
能
で
あ
る
。

要
望　
子
育
て
世
代
に
優
し
く
、
駅
周

辺
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な
が
る
と
考

え
る
た
め
設
置
の
検
討
を
し
て
ほ
し
い
。

三　
住
宅
防
火
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

問　
住
宅
用
火
災
警
報
器
給
付
事
業
の

概
要
と
開
始
時
期
、
ま
た
、
適
正
な
維

持
管
理
に
関
わ
る
広
報
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
要
介
護
認
定
を
受
け
、
火
災
発
生

時
に
避
難
が
困
難
な
人
に
対
し
て
、
消

防
職
員
が
自
宅
に
出
向
き
設
置
す
る
。

開
始
時
期
は
令
和
５
年
11
月
ご
ろ
を
予

定
。
火
災
に
よ
る
損
失
リ
ス
ク
な
ど
の

調
査
内
容
を
活
用
し
、
消
防
団
な
ど
と

連
携
し
て
普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
く
。

要
望　
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
犠
牲
者
を
防

ぐ
た
め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

率
１
０
０
％
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
秦
野
の
構
築
を

事
業
を
見
直
す
ル
ー
ル
を
明
確
に

ど
の
導
入
を
検
討
し
、
事
業
の
見
直
し

を
容
易
に
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

子どもの人権を守るための
ガイドラインを

落花生の掘り取り観光

職員向けの研修風景

住宅用火災警報器の設置を

一
般
質
問
一
般
質
問
は

５
面・７
面
に
も
掲
載

（

）
地域住民と一緒に観光客が
滞留できるまちづくりを
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常任委員会などの会議録を会議録検索システムか
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　このシステムでは、発言のすべてが検索・閲覧で
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　多くの皆様からのアクセスをお待ち
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用語解説

花
の
魅
力
を
最
大
限
活
用
し
た

森
林
観
光
都
市
を
目
指
せ

公
　
明
　
党
　
　 

横
山
む
ら
さ
き

一
　
外
出
が
楽
し
い
ま
ち
に
つ
い
て

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
外
出
自
粛
に
よ
る

フ
レ
イ
ル
の
進
行
が
懸
念
さ
れ
る
。
①

誰
も
が
主
体
的
に
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
め
る
よ
う
、
健
康
ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー

事
業
の
拡
充
の
考
え
は
、
②
公
共
交
通

不
便
地
域
の
高
齢
者
の
外
出
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
の
取
り
組
み
は
、
ど
う
か
。

答　
①
75
歳
以
上
で
も
参
加
で
き
る
よ

う
全
市
民
を
対
象
と
し
、
電
子
地
域
通

貨
の
活
用
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い

て
も
関
係
部
署
と
検
討
す
る
。
②
外
出

支
援
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

躍
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
地
域
支
え
合

い
型
認
定
ド
ラ
イ
バ
ー
の
養
成
研
修
を

行
う
こ
と
で
、
移
動
支
援
団
体
に
よ
る

外
出
機
会
の
創
出
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

二
　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問　
①
働
く
保
護
者
や
保
育
士
の
負
担

軽
減
と
な
る
保
育
所
の
紙
お
む
つ
回
収

処
理
の
検
討
状
況
は
、
②
ワ
ン
オ
ペ
育

児
と
な
っ
て
い
る
親
子
の
孤
立
化
を
防

ぐ
た
め
、
一
時
預
か
り
事
業
で
※
レ
ス

創
　
和
　
会
　
　
　
阿
蘇
　
佳
一

一
　
子
ど
も
の
命
と
未
来
に
つ
い
て

問　
①
全
国
で
令
和
３
年
度
に
自
殺
し

た
児
童
・
生
徒
数
は
３
６
８
人
。
子
ど

も
の
命
を
守
る
対
策
は
、
②
幼
い
頃
か

ら
多
く
の
体
験
を
す
る
こ
と
が
大
事
と

考
え
る
が
、
望
星
丸
を
活
用
し
た
中
学

生
洋
上
体
験
事
業
は
、
③
東
海
大
学
児

童
教
育
学
部
と
の
連
携
は
、
ど
う
か
。

答　
①
相
談
室
の
開
設
な
ど
安
心
で
き

る
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
む
。
②
生
き

る
力
を
育
む
た
め
、
体
験
学
習
は
持
続

可
能
な
形
と
な
る
よ
う
努
め
る
。
③
旧

大
根
幼
稚
園
の
園
舎
を
活
用
す
る
「
は

だ
の
Ｅ
―
Ｌ
ａ
ｂ（
イ
ー
ラ
ボ
）」の
開

市
民
ク
ラ
ブ
　
　
　
大
野
　
祐
司

一
　
高
年
齢
労
働
者
の
安
全
と
健
康
確

保
に
つ
い
て

問　
市
職
員
と
市
内
中
小
企
業
の
高
年

齢
労
働
者
に
対
し
て
運
動
機
能
測
定
を

実
施
ま
た
は
支
援
し
、
不
足
し
て
い
る

機
能
を
補
え
る
よ
う
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
行
う
こ
と
で
、
高
年
齢
労
働
者
が
安

心
し
て
働
け
る
環
境
づ
く
り
の
一
助
に

な
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　
「
高
年
齢
労
働
者
の
安
全
と
健
康

確
保
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
は
、

事
業
者
に
は
、
高
年
齢
労
働
者
の
健
康

や
体
力
の
把
握
と
対
応
が
求
め
ら
れ
、

創
　
和
　
会
　
　
　
諸
星
　
　
光

一
　
花
を
活
用
し
た
観
光
振
興
に
つ
い

て問　
本
市
は
都
心
近
郊
で
あ
り
な
が
ら

豊
か
な
自
然
を
体
感
で
き
る
た
め
、
登

山
や
ハ
イ
キ
ン
グ
に
多
く
の
人
が
訪
れ

る
。
森
林
観
光
都
市
を
目
指
す
た
め
に

は
、
花
な
ど
の
植
物
を
活
用
し
、
付
加

パ
イ
ト
で
き
る
仕
組
み
は
、
ど
う
か
。

答　
①
紙
お
む
つ
処
理
へ
の
補
助
内
容

な
ど
を
検
討
し
て
お
り
、
全
園
で
同
時

に
実
施
で
き
る
よ
う
調
整
し
て
い
る
。

②
一
、二
歳
児
の
保
育
需
要
は
高
い
が

予
約
が
取
り
づ
ら
い
た
め
、
事
業
未
実

施
の
民
間
保
育
所
に
実
施
を
呼
び
か
け

る
ほ
か
、
電
子
申
請
に
よ
る
予
約
の
利

便
性
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

三
　
※
被
爆
ア
オ
ギ
リ
二
世
に
つ
い
て

問　
市
内
小
・
中
学
校
に
あ
る
被
爆
ア

オ
ギ
リ
二
世
の
意
義
を
ど
う
伝
え
る
か
。

答　
解
説
看
板
を
作
成
し
平
和
の
尊
さ

を
後
世
に
伝
え
る
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
い
。

設
を
契
機
に
連
携
を
強
化
し
て
い
く
。

二
　
広
域
強
盗
と
特
殊
詐
欺
に
つ
い
て

問　
特
殊
詐
欺
な
ど
の
犯
罪
件
数
は
令

和
４
年
に
５
６
６
件
、
被
害
総
額
は

４
６
７
４
万
円
で
あ
り
、
日
本
は
犯
罪

が
少
な
い
と
い
う
安
全
神
話
が
崩
れ
る

と
心
配
す
る
が
対
策
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
警
察
と
連
携
し
て
注
意
喚
起
を
行

い
、
金
融
機
関
と
の
防
犯
対
策
に
つ
い

て
も
調
査
・
研
究
を
し
て
い
く
。

三
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
と
富
士
山
の
噴

火
に
つ
い
て

問　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
全
国
で
死
者

32
万
人
、
被
害
総
額
２
２
０
兆
円
と
推

計
さ
れ
、
富
士
山
の
噴
火
の
誘
発
も
指

労
働
者
に
は
事
業
者
の
取
り
組
み
へ
の

協
力
と
自
助
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
実
施
を
検
討
す
る
。

二
　
部
門
間
の
連
携
に
つ
い
て

問　
令
和
４
年
９
月
15
日
付
で
中
教
育

事
務
所
か
ら
「
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
拉

致
問
題
に
関
す
る
図
書
等
の
充
実
に
係

る
御
協
力
等
に
つ
い
て
（
依
頼
）
」
が

教
育
委
員
会
に
送
付
さ
れ
た
。
本
市
教

育
委
員
会
は
、
人
権
教
育
の
観
点
か
ら

市
内
小
・
中
学
校
に
は
送
付
し
た
が
、

市
立
図
書
館
へ
は
送
付
し
な
か
っ
た
と

聞
く
。
送
付
し
な
か
っ
た
理
由
と
今
後

の
連
携
・
充
実
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
文
部
科
学
省
が
、
特
定
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
の
書
籍
な
ど
の
充
実
を
求
め

価
値
を
つ
け
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
こ
れ
ま
で
も
花
の
あ
る
観
光
地
づ

く
り
を
進
め
て
き
た
が
、
既
存
の
手
法

に
と
ら
わ
れ
ず
、
花
の
魅
力
を
最
大
限

に
活
用
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

要
望　
多
く
の
ハ
イ
カ
ー
が
二
度
、
三

度
と
訪
れ
る
よ
う
年
間
を
通
じ
て
多
様

な
種
類
の
花
な
ど
の
植
物
が
楽
し
め
る

観
光
地
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

二
　
待
機
児
童
対
策
と
保
育
環
境
の
充

実
に
つ
い
て

問　
出
生
数
や
年
少
人
口
が
減
少
し
て

い
る
中
、
地
域
に
よ
っ
て
は
保
育
所
の

定
員
割
れ
や
低
年
齢
児
の
保
育
士
確
保

を
心
配
す
る
声
も
聞
こ
え
る
が
、
今
後

の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
国
に
よ
る
保
育
所
な
ど
の
多
機
能

化
へ
の
取
り
組
み
な
ど
も
注
視
し
な
が

ら
、
対
応
を
進
め
て
い
き
た
い
。

三
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て

問　

ふ
る
さ
と
納
税
の
市
場
規
模
が

１
兆
円
を
超
す
日
も
そ
う
遠
く
な
い
と

言
わ
れ
る
中
、
秦
野
な
ら
で
は
の
価
値

や
資
源
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
戦
略
的

に
魅
力
や
関
係
人
口
の
創
出
に
向
け
て

取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
秦
野
の
魅
力
に
触
れ
ら
れ
る
新
た

な
体
験
型
返
礼
品
の
発
掘
に
努
め
、
関

係
人
口
の
創
出
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

秦
野
版
共
同
養
育
シ
ス
テ
ム
で

子
育
て
が
楽
し
い
ま
ち
を
目
指
せ

東
海
大
学
望
星
丸
洋
上
体
験
研
修
な
ど

愛
と
勇
気
で
生
き
る
力
を

高
年
齢
労
働
者
へ
の

支
援
の
強
化
を
望
む

摘
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
の
被
害
想
定

と
対
策
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
本
市
で
震
度
５
弱
か
ら
５
強
、
全

壊
建
物
は
10
棟
未
満
、
半
壊
建
物
は

３
３
０
棟
、
死
者
、
重
傷
者
は
共
に
10

人
未
満
、
火
山
灰
は
30
㌢
以
上
と
想
定

さ
れ
、
地
域
防
災
計
画
に
位
置
付
け
て

必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

望星丸で行う中学生の洋上体験研修

子育てしやすい環境づくりを

る
こ
と
が
異
例
で
あ
る
こ
と
や
、
他
市

町
村
の
動
向
な
ど
を
踏
ま
え
図
書
館
に

は
送
付
し
な
い
こ
と
と
し
た
。
複
数
の

部
門
に
関
係
す
る
場
合
、
所
管
課
は
、

教
育
長
や
教
育
部
長
に
相
談
し
た
上
で

対
応
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
た
め
、

今
回
の
指
摘
を
踏
ま
え
、
報
告
・
連
絡

・
相
談
を
徹
底
す
る
。

谷
和
雄
議
員
が
辞
職

　

谷
和
雄
議
員
は
令
和
５
年
４
月
９
日

執
行
の
神
奈
川
県
議
会
議
員
選
挙
に
立

候
補
し
た
た
め
、
公
職
選
挙
法
第
90
条

に
よ
り
、
令
和
５
年
３
月
31
日
付
で
市

議
会
議
員
を
辞
職
し
ま
し
た
。

議員研修会を実施
～ハラスメントについて学ぶ～

　平成28年度に始めてから５回目となる今回は、株式会社人財
開発研究所の北

きたざわ

澤清
きよたか

孝氏を講師に招き、ハラスメントに関する基
礎知識を再確認するとともに、ハラスメントの判断基準を理解し、
未然に防ぐ問題意識を高めるための研修を受けました。研修では、
議員がグループごとに分かれて話し合う時間が設けられました。
　北澤氏は、ハラスメント防止に向けて注意すべきことは、お互
いを尊重し合うことであり、普段から議員同士、職員とも活発に
コミュニケーションをとり、自分の考えと違う場合も受け止めて
いく姿勢が必要であること、周りも見過ごすことなく、組織全体

の問題として改善していくこと
が必要であると説明されました。
　また、議会内の常識と一般常
識のずれを常に確認し、自分が
当たり前だと思っている考え方
などを相手に無意識に要求して
いないかを振り返る必要がある
と指摘されました。

花が楽しめる観光地づくりを
（写真は、県立秦野戸川公園）

高年齢労働者が安心して働ける環境を

政治倫理規程に抵触する疑いがある事件の審査結果について
１　職員に過重な負担を感じさせている議員の特定について
【令和４年12月 23日付請求内容】職員との事務調整に関し、身体的・精神的に
過重な負担を感じさせている議員の特定と事実関係の調査を求める。
【政治倫理審査会からの結果報告】職員の受け方と対象議員の認識に相違があり事
実確認が困難であった。ただし、職員が過重な負担を感じている行為として捉えら
れていることに留意し、対象議員には今後、適切に対応するよう注意が必要である。
【議長の対応】規程に基づく措置は行わないが、対象議員に対し文書で注意した。
また、このような疑念が持たれたことは、議会全体の問題として捉え、全議員に対
し文書により高い倫理観を持って議員としての品位を保つよう指示をした。

２　議員と移動図書館「新たんざわ号」の関係について
【令和５年２月１日付請求内容】議員が日常的に車両を利用しているなど公私混同
の疑念があること、また、車両には特定の事業所名が掲載されていることから調査
を求める。
【政治倫理審査会からの結果報告】ボランティアを行う一個人としての活動であり、
規程に抵触しているとは認められず、審査会で審査・調査することは適当ではない。
【議長の対応】規程に基づく措置は行わない。

※ここに記載した内容は、一部を抜粋したものです。

令和５年２月16日
開 催

こちらからアクセスできます

▲

本会議と常任委員会の会議録
インターネットで閲覧できます

詳しくはこちら

▲



はだの議会だより 令和 5年（2023 年）5 月21日（日）  第 248号〘8〙

◆次回の議会だより（令和５年８月中旬の日曜日発行予定）は、第２回（６月）定例月会議の概要などをお知らせします。

＜第1回（3月）定例月会議の審議結果一覧表＞ ○：賛成　　●：反対　　欠：欠席

    

〒259-1306
神奈川県秦野市戸川645-2-201
TEL:0463-65-0627 FAX:0463-65-0630
mail:tukasa.juuki@jcom.zaq.ne.jp

広告

広告

※会議の日程、時刻は変更することがあります。
※議員への議案発送は、5月30日（火）の予定です。

6月 1日(木) 午 前 ９ 時 30 分 議会運営委員会
6日(火) 午 前 ９ 時 本会議 (開会（開議）・提案説明 )
　8日(木) 〃 本会議 (議案審議 )

本 会 議 終 了 後 議会運営委員会
12日(月) 午 前 ９ 時 30 分 総務常任委員会

総務常任委員会閉会後 予算決算常任委員会（補正予算：総務分科会）
 13日(火) 午 前 ９ 時 30 分 文教福祉常任委員会

文教福祉常任委員会閉会後 予算決算常任委員会（補正予算：文教福祉分科会）
14日(水) 午 前 ９ 時 30 分 環境都市常任委員会

環境都市常任委員会閉会後 予算決算常任委員会（補正予算：環境都市分科会）
 15日(木) 午 前 ９ 時 30 分 議会運営委員会
16日(金) 午 前 9 時 本会議 (一般質問 )
 19日(月) 〃 本会議 (一般質問 )
 20日(火) 〃 本会議 (一般質問 )
23日(金) 午 前 9 時 議会運営委員会

午 前 9 時 45 分 予算決算常任委員会（座長報告・委員会採決等）
常任委員会閉会後 本会議 (委員長報告・議案審議・閉会（散会）)
本 会 議 終 了 後 議会運営委員会
議会運営委員会終了後 議会報編集委員会

掲載を希望される際は議事政策課（☎ 0463-82-9652）までご連絡下さい。（１枠 20,000 円（縦 4.7㎝×横 10.5㎝））広告募集中

区
分

議案等
番号

議　案　等　名
（議案などの資料は、秦野市議会ホームページでご覧いただけます。）

採
決
の
結
果

創和会 自民党・
新政クラブ

市民
クラブ 公明党 自民党

秦野 無所属
福
森
真
司

横
溝
泰
世

諸
星
　
光

阿
蘇
佳
一

谷
　
和
雄

原
　
　
聡

川
口
　
薫

風
間
正
子

小
菅
基
司

大
野
祐
司

八
尋
伸
二

野
々
山
静
香

山
下
博
己

横
山
む
ら
さ
き

中
村
英
仁

今
井
　
実

高
橋
文
雄

相
原
　
學

吉
村
慶
一

佐
藤
文
昭

古
木
勝
久

伊
藤
大
輔

市
長
提
出
議
案

第 １ 号 令和５年度秦野市一般会計予算を定めることについて 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議
長
（
※
採
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん
）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ●要旨：２ページ・３ページに詳細を掲載
第 ２ 号 令和５年度秦野市水道事業会計予算を定めることについて 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇要旨：２ページ・３ページに詳細を掲載
第 ３ 号 令和５年度秦野市公共下水道事業会計予算を定めることについて 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇要旨：２ページ・３ページに詳細を掲載
第 ４ 号 令和５年度秦野市国民健康保険事業特別会計予算を定めることについて 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇要旨：２ページ・３ページに詳細を掲載
第 ５ 号 令和５年度秦野市介護保険事業特別会計予算を定めることについて 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇要旨：２ページ・３ページに詳細を掲載
第 ６ 号 令和５年度秦野市後期高齢者医療事業特別会計予算を定めることについて 可決 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇要旨：２ページ・３ページに詳細を掲載

第 ７ 号
秦野市手数料条例の一部を改正することについて

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇要旨：建築物エネルギー消費性能基準等を定める省令の一部改正に伴い、低炭素建築物新築
等計画と建築物エネルギー消費性能向上計画に係る認定申請手数料について、住宅部分の誘
導仕様基準に対応する区分を設けることなどについて、改正するもの

第 ８ 号 秦野市教育研究所設置条例の一部を改正することについて 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇要旨：１ページに詳細を掲載

第 ９ 号

秦野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営等の基準を定める条例及び秦野市
地域型保育事業の設備及び運営の基準を定める条例の一部を改正することについて

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇要旨：特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の
運営に関する基準と家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部改正に準じて、特
定教育・保育施設、特定地域型保育事業と地域型保育事業の運営に係る管理者の懲戒権の規
定を削除するため、改正するもの

第 10 号

秦野市地域型保育事業の設備及び運営の基準を定める条例及び秦野市放課後児童健全育成事
業の設備及び運営の基準を定める条例の一部を改正することについて

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇要旨：家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準と放課後児童健全育成事業の設備及び
運営に関する基準の一部改正に準じて、地域型保育事業と放課後児童健全育成事業の運営な
どに係る基準を改めるため、改正するもの

第 11 号
秦野市小児医療費の助成に関する条例の一部を改正することについて

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇要旨：子育て世帯の経済的な負担の軽減を図り、子育てしやすいまちづくりを促進すること
を目的として所得制限を撤廃するため、改正するもの

第 12 号
秦野市国民健康保険条例の一部を改正することについて

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇要旨：健康保険法施行令の一部改正に伴い、子育て世帯の出産に係る経済的負担の軽減を図
ることを目的として、本市の国民健康保険事業における出産育児一時金の支給額を引き上げ
るため、改正するもの

第 13 号
秦野市建築基準条例の一部を改正することについて

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇要旨：建築基準法と建築基準法施行令の一部改正に伴い、容積率の算定の基礎となる延べ面積
に算入しない建築物の部分に係る認定事務について、本市が徴収する手数料とその額を定める
ことなどについて、改正するもの

第 14 号 指定管理者の指定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇要旨：秦野市老人いこいの家の指定期間の満了に伴い、指定管理者を指定するもの
第 15 号 指定管理者の指定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇要旨：秦野市名水はだの富士見の湯の指定期間の満了に伴い、指定管理者を指定するもの

第 16 号
令和４年度秦野市一般会計補正予算（第８号）を定めることについて

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇要旨：物価高騰対策として、クアーズテック秦野カルチャーホール（文化会館）管理運営費
など８事業に歳入歳出それぞれ2,872万７千円を追加するとともに、債務負担行為の追加を
するもの

第 17 号
令和４年度秦野市一般会計補正予算（第９号）を定めることについて

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇要旨：財政調整基金積立金など23事業に歳入歳出それぞれ８億7,892万１千円を追加すると
ともに、繰越明許費の追加、地方債の変更をするもの

第 18 号 令和４年度秦野市水道事業会計補正予算（第２号）を定めることについて 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇要旨：配水管等維持管理費など２事業の債務負担行為を追加するもの

第 19 号
令和４年度秦野市水道事業会計補正予算（第３号）を定めることについて

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇要旨：収益的収入の営業外収益と資本的支出の基金積立金をそれぞれ959万４千円追加する
もの

第 20 号 令和４年度秦野市公共下水道事業会計補正予算（第３号）を定めることについて 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇要旨：汚水管きょ管理費など３事業の債務負担行為を追加するもの

第 21 号
令和４年度秦野市公共下水道事業会計補正予算（第４号）を定めることについて

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇要旨：業務の予定量のうち雨水管きょ整備事業費の予定量に6,700万円を追加するととも
に、企業債（公共下水道整備事業費）の限度額に5,220万円を追加するもの

第 22 号 令和４年度秦野市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）を定めることについて 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇要旨：財政調整基金積立金に歳入歳出それぞれ743万３千円を追加するもの
第 23 号 秦野市監査委員の選任について 同意要旨：中村良典委員の任期が令和５年３月31日で満了することに伴い、同委員を再任するもの
第 24 号 秦野市公平委員会の委員の選任について 同意要旨：石川亮一委員の任期が令和５年３月31日で満了することに伴い、同委員を再任するもの
第 25 号 令和４年度秦野市一般会計補正予算（第10号）を定めることについて 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇要旨：戸籍住民登録事務費の繰越明許費を追加するもの

陳
情

令５陳情
第 １ 号

重度障がい者の医療費助成に関する陳情
採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇願意：障がい児者・透析患者が安心して医療が受けられるよう重度障がい者に対する医療費

の助成をすること
令５陳情
第 ２ 号

透析患者の通院への助成に関する陳情 不採択 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇願意：透析患者の通院に係る費用に助成をすること
報告案件
（１件） 専決処分の報告（はだの歴史博物館条例の一部改正）

詳しくはこちら
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